
(57)【要約】

【課題】本発明は、より高速域での操縦安定性を向上さ

せつつ、転がり抵抗を低減させることを目的とする。

【解決手段】互いに異なる弾性率を有する第１ゴム層１

２及び第２ゴム層２２をトレッド踏面１４Ｂの法線１４

Ａに対して夫々傾斜しかつ互い違いにタイヤ幅方向に重

ねて配置し、かつ第１ゴム層の弾性率を高く、第２ゴム

層の弾性率を低く設定することで、操縦安定性の向上と

転がり抵抗の低減を両立させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ ゴ ム 層 及 び 該 第 １ ゴ ム 層 よ り 弾 性 率 の 小 さ い 第 ２ ゴ ム 層 が ト レ ッ ド 踏 面 の 法 線 に 対
し て 夫 々 傾 斜 し か つ 互 い 違 い に タ イ ヤ 幅 方 向 に 重 な っ て 配 置 さ れ て な る ト レ ッ ド を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ ゴ ム 層 の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ は 、 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け
る 厚 さ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ゴ ム 層 の 弾 性 率 は 、 ７ 乃 至 １ ７ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ り 、
　 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の 弾 性 率 は 、 ３ 乃 至 ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ ゴ ム 層 及 び 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の 傾 斜 角 度 は 、 各 々 の タ イ ヤ 幅 方 向 位 置 に お け る ト
レ ッ ド 踏 面 の 法 線 に 対 し て 、 夫 々 ３ ０ 乃 至 ６ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請
求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 操 縦 性 が 良 好 で 、 か つ 転 が り 抵 抗 が 低 い 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 環 境 問 題 へ の 関 心 の 高 ま り に 伴 い 、 乗 用 車 の 低 燃 費 化 が 要 求 さ れ て い る が 、 タ イ ヤ の 転
が り 抵 抗 が 大 き い と 乗 用 車 の 低 燃 費 化 を 図 る 上 で 不 利 と な る た め 、 乗 用 車 用 の タ イ ヤ に 対
し て は 、 更 な る 転 が り 抵 抗 の 低 減 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 乗 用 車 の 高 性 能 化 、 ハ イ パ ワ ー 化 が 著 し く な っ て き て い る た め 、 タ イ ヤ に 対 し て
は 、 よ り 高 速 域 に お け る 操 縦 安 定 性 性 能 の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 背 景 の 中 、 タ イ ヤ 踏 面 を な す ト レ ッ ド ゴ ム に は 、 路 面 接 触 時 の ロ ス が 少 な い
と い う 性 能 （ 低 転 が り 抵 抗 ） と 、 路 面 に 対 す る 駆 動 力 及 び 操 舵 力 を 生 じ さ せ る 性 能 （ 操 縦
安 定 性 ） と い う 、 背 反 す る 性 能 の 両 立 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 は 発 熱 を 低 減 さ せ て 転 が り 抵 抗 を 低 減 さ せ る 役 割 を 持 つ ベ ー ス ゴ ム と 、 弾 性 率 が 高
く 路 面 に 駆 動 力 及 び 操 舵 力 を 伝 達 さ せ る 役 割 を 持 つ キ ャ ッ プ ゴ ム と を 二 層 に 重 ね 合 わ せ て
ト レ ッ ド ゴ ム を 構 成 す る こ と で 、 背 反 す る 性 能 の 両 立 を 図 っ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － １ ６ ２ １ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 例 の よ う に 、 弾 性 率 に 大 き な 差 が あ る 二 種 類 の ゴ ム を 踏 面
と 水 平 に 重 ね 合 わ せ て い る と 、 車 速 が 大 き い ほ ど 高 負 荷 と な る 高 速 域 で の コ ー ナ リ ン グ 時
に 、 ゴ ム 界 面 に タ イ ヤ 幅 方 向 の 大 き な せ ん 断 力 が 生 じ 、 剛 性 が 不 足 し て 操 縦 安 定 性 が 損 な
わ れ る （ 具 体 的 に は 、 せ ん 断 剛 性 の 差 に 起 因 し て 舵 の 効 き 方 に 差 が 出 る ） と い う 問 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し て 、 よ り 高 速 域 で の 操 縦 安 定 性 を 向 上 さ せ つ つ 、 転 が り 抵
抗 を 低 減 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 第 １ ゴ ム 層 及 び 該 第 １ ゴ ム 層 よ り 弾 性 率 の 小 さ い 第 ２ ゴ ム 層 が ト レ
ッ ド 踏 面 の 法 線 に 対 し て 夫 々 傾 斜 し か つ 互 い 違 い に タ イ ヤ 幅 方 向 に 重 な っ て 配 置 さ れ て な
る ト レ ッ ド を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 が 踏 面 と 水 平 で は な
く 、 夫 々 傾 斜 し て 重 ね ら れ て い る の で 、 車 輌 の コ ー ナ リ ン グ 時 の よ う に 、 車 輌 の 幅 方 向 に
お け る タ イ ヤ ト レ ッ ド の 負 荷 が 高 い 状 態 で あ っ て も 、 操 縦 安 定 性 を 高 い レ ベ ル で 確 保 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 第 １ ゴ ム 層 の タ イ
ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ は 、 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ 以 上 で あ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 弾 性 率 の 高 い 第 １ ゴ ム 層 の 厚 さ が 、 弾 性 率 の 低
い 第 ２ ゴ ム 層 の 厚 さ 以 上 で あ る た め 、 車 輌 の 駆 動 力 及 び 操 舵 力 が 路 面 に 対 し て 適 切 に 伝 達
さ れ 、 操 縦 安 定 性 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 第 １ ゴ ム 層 の 厚 さ は 、 第 ２ ゴ ム 層 の 厚 さ に 対 し て ２ 倍 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 第 １
ゴ ム 層 の 弾 性 率 は 、 ７ 乃 至 １ ７ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ り 、 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の 弾 性 率 は 、 ３ 乃
至 ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ る こ と 、 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 弾 性 率 の 高 い 第 １ ゴ ム 層 が 路 面 に 駆 動 力 及 び 操
舵 力 を 適 切 に 伝 達 す る 役 割 を 果 た し 、 弾 性 率 が 低 く 低 発 熱 で あ る 第 ２ ゴ ム 層 が 転 が り 抵 抗
を 低 く 抑 え る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 の 弾 性 率 を 限 定 し た の は 、 上 記 範 囲 か ら 外 れ た 弾 性 率
に 設 定 す る と 、 路 面 に 駆 動 力 及 び 操 舵 力 を 適 切 に 伝 達 す る こ と が で き な く な っ た り 、 又 は
転 が り 抵 抗 を 低 く 抑 え る こ と が で き な く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い
て 、 前 記 第 １ ゴ ム 層 及 び 前 記 第 ２ ゴ ム 層 の 傾 斜 角 度 は 、 各 々 の タ イ ヤ 幅 方 向 位 置 に お け る
ト レ ッ ド 踏 面 の 法 線 に 対 し て 、 夫 々 ３ ０ 乃 至 ６ ０ ° で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 角 度 の 範 囲 を ３ ０ 乃 至 ６ ０ ° と し た の は 、 ３ ０ ° を 下 回 る と 、 第 １ ゴ ム 層 の 特
性 に 限 定 さ れ る 部 分 と 第 ２ ゴ ム 層 の 特 性 に 限 定 さ れ る 部 分 が 夫 々 で き て し ま い 、 特 に 低 弾
性 率 の ゴ ム が 多 い 部 分 で は 、 駆 動 力 及 び 操 舵 力 の 伝 達 性 能 が 低 下 す る お そ れ が あ る か ら で
あ り 、 ６ ０ ° を 上 回 る と 、 従 来 の 二 層 構 造 の ト レ ッ ド を 有 す る タ イ ヤ と 同 様 に 、 ゴ ム 界 面
に お け る せ ん 断 力 に 弱 く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 踏 面 と ベ ル ト 層 と の 間 の 垂 直 方 向 に お い て 、 適
度 な 量 の 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 の 層 が 生 成 さ れ 、 駆 動 力 及 び 操 舵 力 を 路 面 に 適 切 に 伝
達 で き 、 か つ 低 発 熱 に よ り 転 が り 抵 抗 を 低 く 抑 え る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ に よ れ ば 、 よ り 高 速 域 で の 操 縦 安 定 性 を
向 上 さ せ つ つ 、 転 が り 抵 抗 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 優 れ た 効 果 を 有 す る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ
ヤ １ ０ は 、 図 １ に お い て 、 第 １ ゴ ム 層 １ ２ 及 び 該 第 １ ゴ ム 層 １ ２ よ り 弾 性 率 の 小 さ い 第 ２
ゴ ム 層 ２ ２ が ト レ ッ ド 踏 面 １ ４ Ｂ の 法 線 １ ４ Ａ に 対 し て 夫 々 傾 斜 し か つ 互 い 違 い に タ イ ヤ
幅 方 向 に 重 な っ て 配 置 さ れ て な る ト レ ッ ド １ ４ を 有 し て お り 、 ト レ ッ ド １ ４ の タ イ ヤ 中 心
側 に は 、 ベ ル ト 層 １ ６ 、 カ ー カ ス １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ゴ ム 層 １ ２ の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ ｔ １ は 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の タ イ ヤ 幅 方 向 に
お け る 厚 さ ｔ ２ 以 上 で あ る 。 こ の た め 、 車 輌 の 駆 動 力 及 び 操 舵 力 が 路 面 に 対 し て 適 切 に 伝
達 さ れ る の で 、 操 縦 安 定 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 第 １ ゴ ム 層 １ ２ の 厚 さ ｔ １ は 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 厚 さ ｔ ２ に 対 し て ２ 倍 以 上 で あ
る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の ｔ ａ ｎ δ は ０ ． １ ５ ０ 以 下 で あ る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ゴ ム 層 １ ２ の 弾 性 率 は 、 ７ 乃 至 １ ７ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ り 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 弾 性
率 は 、 ３ 乃 至 ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ ゴ ム 層 １ ２ 及 び 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 傾 斜 角 度 θ は 、 各 々 の タ イ ヤ 幅 方 向 位 置 に お け る
ト レ ッ ド 踏 面 １ ４ Ｂ の 法 線 １ ４ Ａ に 対 し て 、 夫 々 ３ ０ 乃 至 ６ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 傾 斜 角 度 の 設 定 に よ り 、 ト レ ッ ド 踏 面 １ ４ Ｂ と ベ ル ト 層 １ ６ と の 間 の 垂 直 方
向 に お い て 、 適 度 な 量 の 第 １ ゴ ム 層 １ ２ 及 び 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 層 が 生 成 さ れ て い る の で 、
駆 動 力 及 び 操 舵 力 を 路 面 に 適 切 に 伝 達 で き 、 か つ 低 発 熱 に よ り 転 が り 抵 抗 を 低 く 抑 え る こ
と が で き る 。
（ 作 用 ）
　 具 体 的 に は 、 第 １ ゴ ム 層 １ ２ は 、 路 面 （ 図 示 せ ず ） と の 接 触 に よ り ト レ ッ ド １ ４ に 発 生
す る 力 を 支 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ ゴ ム 層 １ ２ は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 傾 斜 し
て い る た め 、 コ ー ナ リ ン グ 時 に 該 タ イ ヤ 幅 方 向 に 生 じ る せ ん 断 力 に 対 す る 剛 性 が 高 く 、 操
縦 安 定 性 の 向 上 に 大 き な 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 、 路 面 と の 接 触 に よ る ト レ ッ ド １ ４ の 発 熱 を 抑 え て 転 が り 抵 抗 を 低 減
す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ ゴ ム 層 １ ２ 及 び 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 配 置 例 と し て は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す も の が あ る 。
図 ２ （ ａ ） ～ （ ｆ ） に 示 す 各 ト レ ッ ド １ ４ に お い て は 、 左 側 が 車 輌 外 側 で あ り 、 右 側 が 車
輌 内 側 （ 左 車 輪 に 使 用 し た 状 態 ） で あ る 。 従 っ て 、 右 車 輪 に 使 用 す る 場 合 に は 、 第 ２ ゴ ム
層 ２ ２ の 傾 斜 方 向 は 夫 々 対 称 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ２ （ ａ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び
右 車 輪 に 取 り 付 け た と き に は 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ が 、 左 車 輪 に お い て 右 上 が り で 、 右 車 輪 に
お い て 左 上 が り と な る （ 図 ２ （ ａ ） を 左 車 輪 、 図 ２ （ ｂ ） を 右 車 輪 と 見 た 場 合 に 相 当 す る
） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ （ ｂ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び 右 車 輪 に 取 り
付 け た と き に は 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ が 、 左 車 輪 に お い て 左 上 が り で 、 右 車 輪 に お い て 右 上 が
り と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ （ ｃ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び 右 車 輪 に 取 り
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つ け た と き に は 、 左 右 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 左 半 分 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 右
上 が り で 、 右 半 分 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 左 上 が り と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ （ ｄ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び 右 車 輪 に 取 り
つ け た と き に は 、 左 右 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 左 半 分 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 左
上 が り で 、 右 半 分 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 右 上 が り と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ （ ｅ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び 右 車 輪 に 取 り
つ け た と き に は 、 左 側 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 例 え ば ６ 層 あ る 第 ２ ゴ ム 層 ２
２ の う ち 、 左 か ら ４ 層 目 ま で の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 右 上 が り で 、 残 り の ２ 層 の 第 ２ ゴ ム 層 ２
２ は 左 上 が り と な り 、 右 側 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 左 か ら ２ 層 目 ま で の 第 ２
ゴ ム 層 ２ ２ は 右 上 が り で 、 残 り の ４ 層 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 左 上 が り と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 図 ２ （ ｆ ） の ト レ ッ ド １ ４ を 有 す る 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 車 輌 の 左 車 輪 及 び 右 車
輪 に 取 り つ け た と き に は 、 左 側 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 例 え ば ６ 層 あ る 第 ２
ゴ ム 層 ２ ２ の う ち 、 左 か ら ４ 層 目 ま で の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 左 上 が り で 、 残 り の ２ 層 の 第 ２
ゴ ム 層 ２ ２ は 右 上 が り と な り 、 右 側 の 車 輪 に 係 る ト レ ッ ド １ ４ に お い て 、 左 か ら ２ 層 目 ま
で の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 左 上 が り で 、 残 り の ４ 層 の 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 右 上 が り と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｂ ） は 、 ト レ ッ ド パ タ ー ン が 対 称 形 と な っ て い る タ イ ヤ に 有 効 で 、 図 ２
（ ｅ ） 及 び （ ｆ ） は 、 ト レ ッ ド パ タ ー ン が 非 対 称 形 と な っ て い る タ イ ヤ に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 ２ に お い て 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ は 、 断 面 長 方 形 で あ り 、 そ の 角 部 が ト レ ッ ド １ ４
の 内 周 側 界 面 １ ４ Ｃ 及 び ト レ ッ ド 踏 面 １ ４ Ｂ に 夫 々 位 置 す る よ う に 示 し て い る が 、 こ れ に
限 ら れ る も の で は な く 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ト レ ッ ド １ ４ の 内 周 側 界 面 １ ４ Ｃ 及 び ト レ ッ
ド 踏 面 １ ４ Ｂ に 夫 々 面 状 に 露 出 し て い る 方 が 望 ま し い 。 初 め か ら 露 出 し て い な い と 、 あ る
程 度 ト レ ッ ド １ ４ が 摩 耗 し た と こ ろ で 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ が 露 出 し て 、 そ の 時 点 か ら タ イ ヤ 特
性 が 変 化 す る お そ れ が あ る か ら で あ る 。 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ が 初 め か ら 露 出 し て い れ ば 、 ト レ
ッ ド １ ４ が 摩 耗 し て も 、 第 ２ ゴ ム 層 ２ ２ の 露 出 状 態 は 変 化 せ ず 、 タ イ ヤ 特 性 の 変 化 も な い
か ら で あ る 。
（ 試 験 例 ）
　 ト レ ッ ド を 構 成 す る 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 の 各 々 の 弾 性 率 を 、 表 １ に 示 す 値 に 設 定
し た 従 来 例 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ 及 び 本 発 明 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ に つ い て 、 操 縦 性 及 び
転 が り 抵 抗 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 従 来 例 に お け る 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 と 平 行 に ２ 層 重 ね ら れ て お
り 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ 及 び 本 発 明 に お け る 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 は 、 傾 斜 状 態 で 層
状 に 重 ね ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 タ イ ヤ サ イ ズ は Ｐ Ｓ Ｒ 　 ２ ０ ５ ／ ５ ５ Ｒ １ ６ 、 内 圧 は ２ ２ ０ ｋ Ｐ ａ 、 荷 重 は ３ ． ８ ０ ｋ
Ｎ 、 リ ム は ７ Ｊ Ｊ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 操 縦 性 の 試 験 は 、 テ ス ト コ ー ス で 実 車 を 用 い て 行 い 、 前 席 に １ 名 （ ド ラ イ バ ー ） が 乗 車
し て そ の フ ィ ー リ ン グ に よ り 評 価 し た 。 満 点 は １ ０ 点 で あ り 、 数 値 が 大 き い ほ ど 良 好 な フ
ィ ー リ ン グ が 得 ら れ た こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 転 が り 抵 抗 の 試 験 は 、 転 が り 抵 抗 試 験 機 を 用 い て 、 惰 行 法 に よ り 行 い 、 速 度 ８ ０ ｋ ｍ ／
ｈ で ３ ０ 分 走 行 後 惰 行 さ せ て 、 そ の 減 速 度 か ら 求 め た 転 が り 抵 抗 に よ り 評 価 し 、 従 来 例 を
１ ０ ０ と し た 指 数 で 示 し て い る 。 数 値 が 大 き い ほ ど 良 好 な 結 果 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 こ の 試 験 例 に よ れ ば 、 比 較 例 １ を 従 来 例 と 比 較 し て み る と 、 操 縦 性 は 向 上 し て い る も の
の 、 転 が り 抵 抗 は 悪 化 し て い る 。 こ れ は 、 第 ２ ゴ ム 層 の 弾 性 率 が ５ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 を 超 え
て い る た め 、 転 が り 抵 抗 が 増 加 し た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 比 較 例 ２ を 従 来 例 と 比 較 し て み る と 、 転 が り 抵 抗 は 変 わ ら な い が 、 操 縦 性 が 低 下
し て い る 。 こ れ は 、 第 １ ゴ ム 層 の 弾 性 率 が ７ ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ 2 に 満 た な い た め で あ る と 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 本 発 明 を 従 来 例 と 比 較 し て み る と 、 転 が り 抵 抗 は そ の ま ま で あ り な が ら 、 操 縦 性
が 向 上 し て お り 、 背 反 す る 性 能 が 両 立 し て い る こ と が わ か る 。 こ れ は 、 第 １ ゴ ム 層 及 び 第
２ ゴ ム 層 の 弾 性 率 が 適 切 で 、 か つ 傾 斜 状 態 で 層 状 に 重 ね ら れ て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ト レ ッ ド に お け る 第 １ ゴ ム 層 及 び 第 ２ ゴ ム 層 の 配 置 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 １ ０ 　 　 空 気 入 り タ イ ヤ
　 　 １ ２ 　 　 第 １ ゴ ム 層
　 　 １ ４ 　 　 ト レ ッ ド
　 　 １ ４ Ａ 　 法 線
　 　 １ ４ Ｂ 　 ト レ ッ ド 踏 面
　 　 ２ ２ 　 　 第 ２ ゴ ム 層
　 　 　 ｔ １ 　 第 １ ゴ ム 層 の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ
　 　 　 ｔ ２ 　 第 ２ ゴ ム 層 の タ イ ヤ 幅 方 向 に お け る 厚 さ
　 　 　 θ 　 　 傾 斜 角 度
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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